
日曜日

愛
大
の
源
漏
「
同
文
書
鶴
」
卒
業
生

日
中
友
好
の
夢
・
挫
折
、
切
々

戦
前
戦
後
の
状
況
講
演

戦
前
、
中
国
・
上
海
に
あ
っ
た
一
刈
谷
高
）
率
。
学
生
向

M
U雑
臆
で

日
本
人
向
げ
教
育
揖
闘
で
、
愛
知
一
「
蹄
都
・
上
海
に
あ
り

1
在
学
中

大
の
ルl
ツ
で
も
あ
る
「
東
車
両
一
に
中
国
を
視
察
旅
行
さ
せ
て
く
れ
一
一

一
文
容
院
」
の
事
業
生
、
倉
田
俊
介

7
2
と
紹
介
溢
れ
て
い
る
の
に
ひ
一
一

一
さ
ん
（
肝
）

H

刈
谷
市
出
身Hが
M
一
か
れ
て
志
望
H
a
年
に
入
学
し
一
一

一
日
、
愛
犬
で
蹄
演
し
、
戦
前
か
ら
一
た
。
位
期
生
だ
っ
た
。
一
一

一
戦
後
の
状
混
を
踊
っ
た
。
参
加
者
一
同
期
生
は
約

1
6
0

人
ι
各
都
一
一

一
は
、
大
睡
で
活
躍
す
る
夢
を
戦
争
一
道
府
県
や
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
か
ら
一
一

一
で
中
断
さ
れ
た
当
時
の
若
者
た
ち
一
概
述
さ
れ
る
、
皿
略
語
で
個
性
的
な
一

一
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
暗
に
聴
一
人
績
が
多
か
っ
た
と
い
う
．
会
寮
一

一
き
入
っ
て
い
た
。
一
制
だ
け
に
、
お
の
ず
と
伸
間
窓
識
一

一
東
麗
同
文
衛
院
は
日
中
友
好
な
一
が
強
く
な
っ
た
。
学
内
に
は
パ
ン
一

一
ど
を
理
学
の
精
神
に
、

1
9
0
1

一
カ
ラ
で
リ
ベ
ラ
ル
な
空
気
が
強
一

一
年
に
醍
立
さ
れ
た
＠
県
出
身
の
怒
一
く
、
「
列
強
と
違
い
、
日
本
は
中
一
一

一
人
、
荒
尾
精
が
股
立
し
た
日
情
貿
一
国
で
爵
力
を
提
り
固
さ
ず
、
経
積
一
一

一
一
場
研
兜
所
の
流
れ
を
く
む
こ
と
で
一
関
痛
を
強
め
て
共
栄
を
図
る
べ
き
一
一

一
も
知
ら
れ
る
。
一
だ
」
と
の
教
え
が
聞
か
れ
た
と
い
←
「

一
倉
田
さ
ん
は
、
刈
谷
中
（
現
・
一
う
。
一
後
、
中
菌
戦
縄
に
か
り
出
さ
れ
て
一
う
ど
、
同
国
で
仕
事
し
て
い
た
倉

一
一
－
i
一
九
＼
一
人h
i
p
－
－u
B
一
だ
が
、
学
生
た
ち
が
大
陸
で
梧
一
震
悔
を
負
っ
た
。
一
固
さ
ん
を
は
じ
め
、
雨
期
生
有
志

一
’
＼
・
冒
一
躍
す
る
章
、
戦
争
で
題
。
輪
一
戦
後
、
逗
外
と
橋
ち
す
る
一
が
そ
の
祝
い
の
会
を
聞
き
、
喜

一
』
園
幽
・
園
田
眠
一
一
犯
し
た
同
窓
生
も
多
く
、
倉
田
さ
一
仕
事
を
し
た
い
」
と
商
社
に
入
一
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

一
ヘ
教

E
E
－
－
一
ん
も
品
年
に
学
一
提
出
陣
し
、
そ
の
一
桂
。
す
る
と
仕
事
を
遜

U
て
、
同
一
愈
回
さ
ん
は
、
岡
雲
の
幹
事

一
路
臨
欝
鵬
瞬
間
咽
閣
醐l
i
l
i
l
i

－
－
－
i

一
窓
生
た
ち
と
再
び
躍
が
で
き
た
。
一
を
長
く
務
め
る
な
ど
、
問
題
生
の

一
山
、
ア
蹴
醐
醐
騨
醐
醐
醐
調
温
泊
晴
在
住
す
る
機
浜
か
ら
時
演
に
駆
け
一
あ
る
周
期
生
は
、
終
戦
を
迎
え
た
一
き
ず
な
の
維
持
に
一
一
世
買
っ
て
き

一
J

円
九
組
組
理
g
t・
－
・
つ
け
た
倉
田
さ
ん
は
「
日
本
と
士
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
残
っ
て
独
立
職
一
た
二
日
中
の
掃
け
掘
に
な
ろ
う

一
一

..... 
園
の
友
好
を
め
ざ
し
、
志
を
果
た
一
争
に
惨
加
し
、
そ
の
ま
ま
定
住
。
一
と
し
た
著
者
た
ち
の
思
い
が
受
け

一
・
・
・
・
圃
せ
怨
か
っ
た
著
者
も
多
か
っ
た
」
一
戦
時
中
に
破
壇
さ
れ
た
也
元
の
モ
一
継
が
れ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
－

一
－

... 
と
撮
り
返
っ
たH
豊
橋
市
一
ス
ク
の
再
建
に
寅
一
蹴
し
た
。
ち
ょ
一
（
山
本
晃
一
）
一

2008年（平成20年）6月 15B庖罰語辞Eヨ写U=I
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諸事項の紹介

④ 東日新聞踏描躍雪 7月 1 ・日（火）④ 東日新聞協単語智 6月308 （月）
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変
知
大
学
蛍
繍
校
台
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
『
興
学
嬰
旨
』
『
立
教
綱
文
樹
で
あ
る
。
た
だ
し
に
し
て
、
銃
備
校
舎
研
っ
た
か
と
、
そ
ば
で
見
「
教
育
の
神
髄
に
ふ
れ
知
大
学
へ
受
け
継
が
れ

内
の
大
学
記
念
館
正
面
現
在
1
霊
童
保
に
舗
と
は
、
語
大
学
そ
の
文
警
護
軍
語
内
で
聞
か
れ
た
。
て
感
じ
た
が
、
「
こ
の
た
宙
誕
だ
」
と
の
富
の
芯
羅
と
い
う
も
の
を
、

玄
関
内
の
左
右
関
側
に
開
協
中
の
リ
レ

1
制
自
の
前
身
で
あ
る
東
琵
同
点
が
多
く
、
解
釈
は
一
こ
の
会
は
、
今
泉
氏
文
密
に
は
日
申
友
好
を
解
説
や
感
想
が
出
た
こ
今
後
怠
韮
生
活
で
じ

ま
、
漢
文
体
安
富
「
大
学
史
」
で
も
1
時
議
院
呂
美
学
）
筋
肉
で
は
い
か
な
い
も
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
研
究
め
ざ
し
た
震
が
確
か
主
忘
れ
ず
に
、
重
つ
く
り
脅
え
て
も
ら
叩

巳
し
た
パ
ネ
ル
が
そ
れ
間
分
を
割
い
て
、
設
立
が
中
国
で

1
9
0
0

の
が
あ
る
が
、
こ
の
た
良
章
受
害
警
に
込
め
ら
れ
て
い
る
」
同
盃
実
学
か
ら
愛
た
い
と
こ
ろ
で
あ
弓

ぞ
れ8R
て
い
奇
襲
警
解
説
す
る
形
（
問
譲
）
年
に
つ
く
び
6
月
口
早
を
ご
と
に
分
担
し
て
統
み

z

監
髄
了
一
，
隆
重
要
護
主

要
入
っ
て
高
に
下
し
つ
つ
、
司
会
の
大
！
？
戸
院
二

H
W
島
知
大
学
、
ふ
た
つ
の

的
言
語
東
亜
同
文
書
院
と
愛
知
大
学
技
び
藷
輯

τ
噛
司
桝
一

4
6似
国
脳
諸
問

6
（
昭
和
幻
｝
年
日
月

t
s
6

泉
氏
が
回
容
す
る
形
で
護
誼
軍
一
’
苛
需
玄
室
う
に
す
る

最
大
詰
立
に
あ
「
設
立
趣
意
書
」
を
読
む
進
め
ら
れ
た
が
、
書
結
構
歯
一
位
ま
で
に
は
、
ま
議

た
っ
て
、
新
大
学
の
恕
E
A

利
経
済
学
部
教
伎
の
ゼ
パ

1
U袋一
回
’
～
闘
す
べ
き
課
題
蓄
積
あ

宣
し
て
章
。
れ
た

1
1
1

価
隆
一
郎
主
（

1

ま
約
ま
：
一
，
，
－
掛
り
そ
う
で
あ
る
が
、

文
認
で
電
「
世
界
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
費
量
司
選
』
名
「
李
主
総
務
と
今

と
「
地
方
」
双
方
の
文
で
の
撃
「
語
大
学
－

b
れ
た
際
、
院
長
の
栂
愛
知
大
学
飛
車
問
高
石
国
古
文
の

m
議
事

F
J
1
1
J
A
M
郎
回
の
研
究
会
で
、
そ
れ

他
へ
の
譲
昔
懐
に
創
設
の
経
緯
と
雲
」
き
に
よ
っ
て
撃
さ
実
学
記
念
セ
ン
タ
ー
き
の
形
も
持
つ
こ
と

4
1
1
W
畠
駄
『
員
叫
の
存
在
と
義

主
っ
た
こ
の
毘
誌
が
、
穴
埋
霊
童
れ
た
創
立
憲
で
あ
っ
に
よ
る
学
内
研
究
会
に
な
っ
有
彼
ら
に
は
で
皆
、
、
＼
』
児
童
生
に
知
ら
せ
る
こ

審
議
護
憲
授
を
僻
舗
に
し
て
4
月
て
、
重
要
旨
」
は
「
重
要
密
院
『
興
事
学
校
時
に
濁
っ
た
町
‘

k
俳
誌
と
が
で
き
た
雲
重

あ
る
が
）
は
、
語
大
量
完
号
事
の
精
神
を
、
「
立
学
要
旨
』
『
立
教
綱
領
』
漢
文
の
事
多
少
あ
陸
臨
臨
艇
ふ
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

荷
主
査
の
闘
を
続
い
て
、
左
側
に
あ
数
綱
領
」
は
撃
の
内
を
翌
五
、
今
泉
制
定
せ
よ
、
文
筆
の
賎
酷
魁
・
圃
翠
な
る
ま
い
。
（
語
大

持
つ
も
の
」
と
し
て
再
る
「
東
亜
同
文
市
首
院
賢
官
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
太
郎
各
泣
教
壇
乞
鱗
師
し
さ
に
は
や
は
り
←
戸
惑
園
田
圃
・
・
・
・
鏑
雄
学
非
常
勤
鴎
師
）

・図面国＝皿圏直当事語E・両面1橿



展
示
さ
れ
る
弼
文
と
純
…

三
郎
答
ん
の
写
真

ま
た
純
三
郎
さ
ん
は
戦

後
、
愛
知
大
学
に
多
く
の

関
連
資
料
を
寄
贈
し
て
い

る
。山

田
兄
弟
は
、
中
華
民

国
を
建
国
し
た
孫
文
を

史
大
青
蘇
の
弘
前
で
節
、
訂
日
一
支
え
て
お
り
、
盤
ニ
郎
さ

一
ん
は
秘
書
役
も
こ
な
し

愛
知
大
学
東
軍
閉
玄
醤
一
資
判
明
毘
示
会
」
を
聞
く
。
一
た
。
今
回
は
山
田
兄
弟
と

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
は
一
種
院
大
の
学
生
で
あ
一
課
文
に
闘
す
る
写
真
を
中

部
、
む
岡
、
脅
森
県
弘
前
一
り
、
教
員
を
単
位
紀
に
渡
一
心
に
約
切
点
を
展
示
す

市
の
弘
前
監
則
市
民
ホ

i

一
つ
℃
務
め
た
、
弘
前
市
出
一
る
。

ム
で
「
碩
文
・
山
田
兄
弟
一
身
の
山
田
良
政
・
純
三
郎
一
山
田
兄
弟
の
写
真
秒
程

と
東
軍
間
文
醤
院
大
学
の
一
兄
弟
に
丸
，
な
ん
で
開
く

J
一
じ
め
、
尚
三
郎
さ
ん
と
お

u
t
i
l
i

－
－

i

交
が
莞
だ
写
真
、
蔀
文
一

l
i
l
i
l
i

－
－
の
書
い
た
置
な
ど
が
並
一

、
l
i
f－
－
e
J

ぷ
。
ま
危
訪
日
午
後

l

時
一

長
喋
煙
か
ら
ほ
パ
芳
デ
ィ
ス
主

ッ
シ
ョ
ン
も
仔
う
。
一

恵
鶴
岡
文
寄
院
大
学
田
宮
司
一

セ
ン
タ
辛
畠
費
・
速
（
雫
貸
借
）

営
審
員
・
越
知
場
氏
、
震
知
－

大
学
中
日
大
欝
典
編
集
主
幹

・
今
泉
闘
太
郎
氏
、
同
量
橋

前
賀
支
援
標
主
幹
・
山
本
拠

E
－
襲
2
7
霊
・
布

藤
律
子
さ
ん
、
盛
栂
敵
揺
連

盟
会
長
・
鈴
木
光
俊
民
、
間

司
禽
畏
・
中
打
塑
舎
内

農
構
税
務
響
署
長
・
柴
田
憲

一
民1
開
銀
頭
副
署
長
・
村

議
一
馬
襲
警
霞

聴
曾
・
粛
麗
縛
久
氏

知訊寄軒ヲ守口場~

東
亜
同
文
書
院
大
学
の
資
料
展

3績Z2008年｛平成 2 0 年） 7Jil25 日（金曜日）

DVDなどで愛知抑紹介 護霊
愛知大学東亜間文書院大学記念

センターは、広く市民に大学の歴史
について知ってもらおうと、新たに
パンフレットやDV Dを作製した。

④
一

東日新聞綴礎髄智 7月25日（金）

バンフやDVD作製

争琴震!II 
Ii ti！議
; 

愛
知
大
学
東
車
両
文

寵
院
大
学
記
念
セ
ン
タ

ー
は
、
広
く
市
民
に
大

学
の
鹿
史
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
お
う
と
～
新

た
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

D
V
D
を
作
製
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
日
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諸事項の紹介

量三長「 の I 弘前出身の山田兄弟 I 
書院てお襲 ｜弘｜ I I~ ;1; g 孫文支えた生涯紹介；
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諸事項の紹介

新聞東愛知0 8 年 7 月 2 9 日（火）

副
都
村
民
謡
襲
警
建
一

議
崎
川
内
耐
頴
議
一
ら
り
通
り
は
ロ
ケ
に
使
わ
一

司
’d
Z
M
H智
弘
一
れ
た
な
ど
と
伝
え
る
。
地
一

克
明
記
げ
陥V
V弱
函
は
哩
菌
研
究
同
好
会
が
一

畿
鰯
隣
町
醸
蹄
欝
一
作
成
し
た
。
一

一
同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
豊
一

大
学
記
念
館
な
ど
剖
カ
所
掲
載
一
震
舎
の
い
た
る
と
と
ろ
一

一
に
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
一

…
愛
知
大
学
豊
橋
校
舎
の
高
を
め
ぐ
り
に
仔

ζ
芸
館
な
ど
を
は
じ
め
、
純
豆
と
、
第
二
体
育
館
は
所
が
あ
る
。
多
く
の
人
に
一

叫
探
検
マ
ッ
プ
「
露
呈
う

1
」
が
完
成
し
た
H

写
情
き
ら
り
通
り
や
カ
ル
互
旧
陸
軍
大
童
だ
っ
た
こ
一
マ
ッ
プ
を
是
が
ら
校
内
一

日1
0
0年
の
歩
み5
出
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L

ろ
一

1
F
＝
、

9
1
4－
3
b
疋
昏
聾
重
量
、
J
b

－
一
宮
司
L
て
一
昭
島
聞
で
一
一
瞬
崩
事
る
た
均
一
時
間
相
議
訪
描
い
だ
一
い
へ
戸
』

2
1
骨
い
と
い

耳2
4
F
A
H
V争
r
E
問
調
商
E
k
q
眠
一d
Z
5
Z

足
三
宅
一
m
柄
拘r
a季
語
一
盟
主
反
〈
霊
長
一
哩
」
出
が
ん
か
の
本
一

4
f
d
J

‘

u
i
4
4
t
i
l
l
t
i

一
季
、
震
の
自
国
一
回

7

主
白
高
一
榊
し
て
ま
い
た
い
」
一
間

L

由
一
わ
れ
た
翌
一

i
i
S
F
E

糞
南
大
字
書
同
四
元
の
露
首
安
寧
是
正
抱
著
－

J
f

良
一
謡
、
宮
田
即
時
A
E
E

若
手
’
喜
一
議
事
一
患
っ
た
』
一

ー
申

h延
長
昔
、
情
山
田
監
高
見
一
同
「
上
捕
に
号
議
一
g
E
8
h

町
、
三
位
田
づ
え
一
幸
間
宮
あ
人
柄
巳

号
室
書
受
田
町
議
翠
畿
の
オ

l

苛
儲
文
骨
院
大
学
設
一
手
パ
ネ
ル
『
蒔
磁
制
一
時
簡
単
色
セ
主
一
も
ふ
れ
た
．

院
R
Z
7
0
品
目
プ
シ
・
リ
ザ
t
T

ヒ
一
1
4
a
陣
容
、
千
苦
言
－
f

抱
一
’H
同
「
申
告
愛
一
壁
、
下
手T
一

盗
塁
察
、
罪
－
－
S
I
Z
E

畳
一
室
・
周
囲
内
同
貴
重
一
是
，
言
語
ず
る
雲
間
一

E

車
耐
に
品
商
量

す
る
『
取
持
問
主
由
時
－
目
、
私
英
霊
龍
一
院
の
軍
事
案
提
一
括
間
間
闘
の
卦
巴
一
完
岡
崎
「
長
叩
的
巳
一
聞
を
品
慣
し
て
い
た
剛
一

世
帯
毒
事
J
7
4

田
園
撃
で
9
轟
か
柑
石
筒
聞
抽
官
・
富
岡
田
一
位
．
本
耐
震
町
長
宮
一
地
急
亦
奇
策
巾
剛
一
父
－

t
a
旗
監
が
一

－

i
L

ド
U
L
E

帽
一
・
四
回

H
E
Z足
、
旧
一
宜
冒
簡
究
唖

q
u
E申
一
手
が
け
店
隠
耳
予
一
明

一
円
面
園
田
・

2

一
本
盟
主
毒
ょ
うE
函
凪
に
鵬
た
し
古
鶴
一
吾
輩
同
時
凶
器
吾

、
ー
よ
醤
掴
園
・
一

2
0
0
卑
前
」
還
し
石
田
署
長
写
一
謀
、
塁
、
実
が

町

f
．

4
B
4

一
発
盟
副
議
誌
の
笠
る
」
＆
閏
E

一
三
回
て
ち
ょ
E

同
盟
国

＼

i
i
g

一
に
型F事
支
出
誕
生
弓
一
か
令

2
0
0

年
移
油
え

、

H
d

一
島
、
臨
臨
草
と
二
引
き
暗
話
、
眠
闘
さ
一
世
旧
本
田
に
、
聞
記
忠

清
一
一
一
聞
に
予

t
プ
カ
ッ
・
悔
し
一
ん
が
『
明
守

2
Hた
虫
干
一
セ
ン
タ

E
M伊
“22
1

一i

一
号
一
員
・
車
問

g
Z
轟
抱
一
ア
ル
7

プ
ン
し
た
こ

一
出
窓
た
足
、
豆
大
ぎ
のT
マ
明
治
一
と
議
今
有

一
豊
富
れ
沿
遣
の
同
一
判
窓
事
信
、
空
：11
1
i

一
記
丘
セ
J
タ
・
・
明
珊
幸
一
闘
の
抽
に
拍
車
宵
が
刷
踊
一

一
季
、
照
的
漫
語
一
真
だ
い
豊
つ
塩
ど
一

一t
F
Jタ
！

T
Z由
に
一
帯
信
じ
F、
一

司
事
仰
向
－
そ
の
申
で
『
学
醍
と
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愛
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東
亜
同
文
書
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大
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記
念
セ
ン
タ
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ュ
i

ア
ル
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：
‘
v
h
f
・
－
－

i

一
造
（
内
山
露
呈Z

一
議
J

一
学
長
の
ま
－
に
対
す
る
混
一

愛
犬
の
原
点
を
訪
ね
て
一
錦

i
g

一
毒
雲
語
、
官
、
害
対
喜
一

雪
一
ノ
〈
』

4
2
1

一
に
し
て
、
「
襲
警
」
一
審
館
（
記
念
博
物
館
）
一
撃
ど
葬
。
「
本
一

「
上
海
の
旅
」
越
知
氏
が
講
演
一
鐸
時
間
、
九
一
銭
的
主
銃
一
鶴
湾
一

露
大
学
重
量

τ
長
官
、
一
委
突
尚
喜
ゃ
、
魯
と
、
警
？
掌
一
言
葉
禁
護
一
護
霊
に
住
貧
し
い

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
一
同
セ
ン
タ
ー
の
展
示
リ
一
号
署
長
山
発
一
事
数
々
葬
し
な
が
一
の
審
員

E

な
一
人
た
ち
を
支
援
し
て
い

（
藤
田
健
全
シ
タ
1
8

一
ニ
ュ
1
3

喜
一3
5

思
議
長
；
人
た
ち
が
、
先

は
2
目
、
緊
襲
合
一
会
」
審
査
員
一
塁
鋭
意
、
三
時
喜
一
生
の
一
宮
古
そ

研
器
宅
「
研
究
舎
を
一
駆
け
、
同
月

4
i
E

一
だ
い
一
喜
代
豊
富
に
心
主
ず
ど
れ
た
」
「
帰
国
語

開3
2
1

富
一
富
・
上
海
語
、
東
一

m
P
E
S
T

－
一
認
護
ま
で
憲
章

研
究
員
・
語
震
が
一
音
量
に
関
係
喜
一
”
ま
た
、
「
警
は
、
す
か
っ
た
」
な
ど
緊

「
春
日
間
のZ

一
連
五
重
大
学
を
，

2
4
j

負
一f王
子
ド
も
紹
介
し

喪
同
文
嘗
椀
・
震
知
大
学
一
視
察
し
た
越
知
氏
。
わ
ず
、
胸
に
掲
げ
て
い
る
＝
～

の
原
点
世
話
ね
て
」
晶
一
中
国
の
父
長
わ
れ
る
人
が
多
い
。
ス
話
器

た
め
だ
そ
う
」
な
ど
、
問

国
の
近
雪
紹
介k
d

か
、
同
文
岱
院
大
の
儀
後

の
学
長
で
蟹
大
の
創
設

省
、
故
・
本
間
四
日
一
名
山
富
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議
？
j
i
y
刊
誌
堂
一
縦
三
j
d
麗
歯
圏
直
司
ポ
ト
リ
持
率
の
前
に
立
一
鍔
詩
的
措
一
持
続

U芸
郡
山
町
長

：
‘
語
一
陣
取
醤
覇
量
二

L
ど
ん
ぶ
語
幽
眠
障
過
縄
泊
三
一
重
要
事
』
の
つ
な
一
っ
た
。
一
君
主
を
や
た
り

ど
与
と
長
霊
祭
議
ミ
屯
ふ
一
一
一
陣
襲
撃

E

「
薬
害
の
会
一

2
1
7
1
9
3
8
7

月
げ
一
議
長
、
君
主

－
記
念
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
i

ア
ル
一
山
い
冨
圃
圃
輯
輪
一

J

一
室
長4雪
月
留
ま
し
か
し
、
二
時
の
不
一
目
、
話
磨
重
要
一
主
っ
た
長
室
主

一
一
一
闘
園
田
園
自
薦
問
一
一
一
で
に
中
図
書
草

L

一
幸
な
出
来
事
の
時
代
』
の
一
躍
は
列
車
校
の
喜
一

2
2

中
喜
重

詰
守
諮
問
結
越
知
専
一
九
＼
闘
関
麟
鞭
脳
一
日
比
一
持
堅
持
経
時
一
続
長
崎
“
一
か
れ
計
義

「
上
悲
観
ず
し
℃
、
一
室
開
通
院
の
喜
一
タ

1
2

盟
一
言
宅
一
札
口
圃
・
・
・
・
臨
時
現
副
一
愛
知
大
学
大
学
夜
中
間
一
実
は
「
活
費
接
続
一
近
質
問
議
院
ゐ
一
一
大
君
、
思
草
書

室
岡
文
護
露
よ
さ
否
定
語
、
5
1
0
一
い
る
。
一
＼Jて園
・
・
・
・
圃
園
間
山
一
一
，
一
研
費
の
博
義
組
の
お
否
問
中
」
に
「
室
岡
一

0

・
：
一
を
設
立
芸
よ
る
。

と
な
古
！
」
と
、
書
一
人
前
後
空
費
量
こ
の
豆
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
窓
幽
圃
・
・
・
園
田
一
＼
九
一
二
人
を
先
進
に
渡
航
し
一
文
震
の
一
豆
長
君
事
墜
の
省
一
促
っ
て
、
富
言

語
家
ら
型
車
い
一
き
訓
話
事
、
官
一
ン
ヨ
持
家
・

2
夜
襲
蕊
薗
冨
圃
・
調
掴
彊
酔
i
p－
－
弓
一
完
た
門
様
で
あ
り
、
そ
一
援
が
掲
げ
ら
れ
た
門
柱
一
語
文
霞
院
大
護
老

口
一λ孟
ほ
ど
E愛
知
事
一
品
隣
諸

M
U
M
－
一
日
持
伝
説
壮
麗
髄
臨
欝
欝
嚇
混
一
周
日
創
出
錦
町
画
誕
週

L
a
L

一
記
ト
詩
的

H
一
古
里
あ
義
援
同
文
一
て
い
る
採
話
題
は
、
一
斉
る
ほ
ど
、
震
の
局
面
闘
関
越
宮
鑓

t
p
b
t
一
久
上
繕
Z
T

空
曜
の
削
立
の
原
点
に
帰
っ
て

一
一
護
に
つ
い
て
、
「
主
要
の
蓄
で
主
っ
た
一
い
覇
者
九
雲
．
語
圏
園
間
報
九
一
’
＼
弓
…
一
つ
に
絞

2
h

語
大
学
一
昭
今
一
段
、
島
友
好
の
湿

t
f
Q
大
学
だ
』
と
一
護
一
出
身

Z
E

－
－
νか
し
自
軍
雪
量
一
曲
闇
園
田
島

ι
f
h
m
l
v
f
ρ

一
の
震
完
っ
き
こ
と
一
圏
一
言
め
な
凶
器
き

Z
R
m
け
亡
、
程
量
一
郎
定
じ
め
寺
婁
〈
習
立
証
一
な
か
っ
た
。
一
よ
し

I

ソ
ワ
ル
コ
ン
ブ
ア
一
ぅ
。
一
に
し
た
の

t

き
・
一
闘
供
品
苧
る
の
で
あ

一
毛
頭
L
J」
告
た
が
、
一
の
皐
善
事
」
か
ら
雲
一
富
・
上
海
へ
行
っ
た
一
レ
ス
の
あ
と
霊
主
主
き
で
、
「
愛
知
六
竺
中
国
の
父
と
言
一
定
る
－
一

E
4

少
々
引
け
目
意
じ
た
次
石
い
て
君
事
霊
一
こ
喜
一
度
も
な
い
の
旦
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
歯
主
重
要
震
大
詰
主
要
の
穴
尚
検
事
、
徳
｛
霜
翠
婁
護
学

警
君
。
育
文
書
院
大
学
毎
？
石
理
、
富
ソ
ワ
凡
で
一
級
だ
と
は
雷
え
な
い
ま
一
セ
ン
タ
ー
」
リ
ニ
ュ

1

ア
一
迅
の
担
宅
あ
っ
た
内
山
部
草
）

東愛知新聞

震
知
大
学
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
た
旅
に
つ
い
て
綴
る

級
銀
民
日
間
大
学
研
究
館
で
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諸事項の紹介

一
最
悪
用
玄
露
天
」
毘

大
内
暢
三
の
揃

掛
け
軸
公
開
樹

－
保
管
の
商
ロ
軍
寄
贈

一
福
岡
市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡

一
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
東
亜

同
支
麗
さ
寄
屋
で
、

至
福
宮
也
盤
掴
大
（
霊
知
県

亙
稿
市
）
は
二
十
五
日
、
前

長
に
寄
嬰
れ
た
東
亜
間
文
一

i

協
議
奇
袋
長
・
大
内
側

一
暢
一
一
一
（
一
～
－
八
七
四

l

一
九
j

一
四
時
幸
町
出
き
襲
本

石
掛
骨
髄
を
突
命
レ
称
、

r

悶

一
警
捜
、
大
内
本
人
か
－
E

一
ら
、
謡
F
妻
～
る
福
間
市
）

一
中
央
区
の
商
口
一
震
に
贈
ら
一
水

一
れ
、
保
警
れ
て
い
た
。
会
一

i

荘
重
詣
口
震
の
先
代
の
一
引

一
畏
宅
霊
轟
撃
さ
ん
一
2

一
（
七
一
話
、
葦
同
文
護
穴
一
月

一
に
闘
す
る
遊
園
展
が
同
市
で
一

1

一
あ
る
こ
と
を
知
り
寄
贈
レ
一

f

a

た
。
一
一
十
五
日
に
資
耕
震
は
一

8

苧
レ
謡
、
震
短
大
は
「
大
一
。

丞
貴
重
慧
の
一
つ
」
と
一

醐
闘
園
田
園
圃
レ
て
お
り
、
一

事
調

E
今
後
‘
神
戸
一

m
品
設
肌
恥
脳
髄
市
や
名
古
屋
－

注
目t

恥
明
暗
週
間L
蹴
鶴
市
で
種
予
言

一
一
室
瓜
担
保
欝
定
の
巡
回
盟

事
E
3
3
3
動
昆
趨
で
も
展
示
し
一

＆
怠
昔
、
重
要
雲
轟
て
い
手
定
一

種
・
』
初
公
開
さ
れ
た
奇
警
裏
話
だ
と
い
う
。
一

529 



ｷ,,;: ｷ": ヲ＂ タ斤 温『 1 o o e ，手（平成 1 o ，引 I 2n 3 S 〔＊曜日、 －；，；、

愛知穴学策室岡文書院記念センター客員研究員越知特氏 V 上海交通大学 V 

r手fτ；，担，，’

~' , ,;,.: .. .,.,._ ; 

p
’

O
知
人A
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3
2
出
田
町
国
・
品
叩
山
氏
か

耶
，
H

同
じ
も
t
2
1
1
4
1
8
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・
巾
凶
・
ぉ

’
？
区
、
ハ
山
品
川
．
ぷ
つ
亡
山
一
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舟
岡
山
今
、

y
瓦
宅
註
c
b
L
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胞
に
向

H
門
均
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レ
司
匂
山
か
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日
円
内
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C

国
か
め
た
か
、
た
』
川
帯
だ
勺
た
が
．

t

て
叩
氏
の
叩
自
民
話
路
、
明
現
場
か
ら

1
G
巾
堅
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の
旧
喝
な

、
ヘ
い
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い
ゐ
必
叩
田
ι宙
開
け
か
け
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レ
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（
ス
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時
四
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v．
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J
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口
店
、
川
？
m
L
市
勺
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調
油
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も
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刊
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$
と
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J
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宣
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し
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摘
さ

の
駅
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f
λ
d吋
円
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佐
子
附
似
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＼
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0・u
I
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こ
や
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．
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4
1
L
ω
r
h
F
喝
、
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間

く
一

4
1
f
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制
叩
ジ

の
一J
U

附
北
田

占
b

勺
一
る

わ
掴
九
に

る
霊
団

’
’
】
中
石
で
閏
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岡
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岡
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縞
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献
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蓄
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、
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1
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一
先
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初
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際
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文
窃
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の
身
記
怠
セ
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ー
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間
容

明
治M
年
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月
、
山
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年
、
一
橋
大
学
名
舗
数
代
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と
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の
愛
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一
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空
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。
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）
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受
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。
受
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イ
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独
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縫
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受
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介
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叩
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。
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ら
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踏
（
愛
知
大
学
東
亜
岡
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燭
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愛
犬
重
要
護
大
学
記
念
セ
ン
タ
t

吋

震
塞
譲
耶
入
禽
①
一
』
開

発
建
一
ー
へ
＠
欝
⑫
m
v

ア
ヲ

名
さ
れ
、1
9
9
8

年
年
9

同
幻
日
に
は
、
文
皆
問
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
－

F
．

2

月
口
日
、
文
住
斤
に
部
料
学
省
の
オ

l

ブ
〉
（
日
本
紹
・
中
悶
初
・

よ
る
闘
の
有
形
文
陥
財
・
リ
サ

l

干
・
セ
ン
タ
英
鉛
版
）
刊
台
と
、
タ

と
し
て
指
定
登
録
、
こiB附
事
業
と
し
て
、
マ
ヂ
パ
ネ
ル

5

台
を
設

れ
を
機
に
悶
年
5

月
9
2
0

日
自
年
か
う2
カ
臨
し
、
同
文
部
院
か
ら

臼
｛
本
閥
喜
一
名
苦
学
年
を
か
け
て
再
践
出
問
、
変
知
大
学
へ
の
継
取
を

授
の
命
日
に
も
あ
な
骨
）
1
0
0

余
仰
の
総
而
慌
嗣
介
し
て
い
る
二
て
れ
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諸事項の紹介

/3ll'l 2 0 0 9 年（平成 2 1 年） 3 月 2 臼（月曜日）諜斤タロF考委む予乾

一
開
館
の
収
蔵
資
制
は
、
一
ど
、
嘗
利
目
的
と
な
じ
ま
一

2
階
金
展
示
室
で
開
催
中

一
議
資
制
が
1
1
4
8

点
一
な
い
。
寄
付
一
者
か
ら
も
、
一
の
収
蔵
品
麗
「
物
語
る
絵

一
（
う
ち
脅
5
8
9
8
、
一
市
だ
か

f長
付
す
る
が
、
一
画
」
な
ど
を
見
学
。
収
蔵

一
歴
史
資
料
が

3

巧
8
7
1

一
指
定
管
理
者
だ
っ
た
ら
啓
一
品
公
開
も
、
テ
ー
マ
を
統

一l
点
（
う
ち
寄
付
8
2
1

一
付
し
な
い
と
い
う
商
も
出
一
一
す
る
こ
と
で
新
鮮
な
民

一8
点
、
寄
託2
方
9
2
7

一
て
い
る
」
と
答

eえ
た
。
一
示
に
な
る
こ
と
を
学
ん

一7
点
）
、
個
人
コ
レ
ク
シ
一
ま
た
、
広
報
の
手
法
に
一
だ
。

愛
知
大
学
霊
同
文
書
一
広
く
公
開
す
る
に
あ
た
て
ョ
ン

1

方
6
4
4
7

点
。
←
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
一
同
研
修
会
世
話
役
の
越

一
襲
警
ン
タ
l

（
藤
田
一
り
、
体
制
づ
く
り
を
こ
一
牧
野
氏
は
「
器
品
は
す
、
ン

1
3
0
0カ
専
広
石
噂
・
同
セ
ン
ヌ

l
答
画

一
佳
久
セ
ン
ヌ
i
長
）
は1
一
の
目
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
五
民
と
の
持
有
財
産
」
竺
譲
マ
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
マ
一
研
究
員
ほ
「
多
く
の
こ
と

一
目
、
地
域
校
区
の
世
話
人
一
結
ん
だ
各
舘
を
パ
ス
で
回
一
強
調
。
藤
田
セ
ン
タ
ー
長
一
種
駅
改
札
口
の
告
書
一
喜
べ
た
」
と
感
想
を
語

一
会
、
大
学
関
係
者
ら
お
人
一
っ
た
。
一
の
「
指
定
管
理
高
度
に
一
概
一

v
F
Mラ
ジ
オ
マ
ペ
ブ
一
っ
た
ほ
か
、
こ
の
日
訪
れ

一
が
、
強
橋
市
美
術
博
物
館
、
一
製
橋
市
莞
術
博
物
輸
出
℃
つ
い
亡
の
考
え
は
？
」
の
一
リ
主
ア
ィ
（
新
聞
ニ
ア
レ
一
た

3

施
設
に
、
「
愛
知
大

一
盛
川
市
桜
ケ
丘
ミ
ュ

1

ジ
一
は
午
前
9

撃
て
牧
野
哲
一
質
問
に
、
牧
野
氏
は
「
巡
一
ピ
）
マ

J
R
・
0謀
の
機
一
学
創
成
期
の
群
像
」
ブ
ッ

一
一
ア
ム
、
田
原
市
博
物
館
で
一
也
事
務
長
補
佐
か
ら
、
収
一
回
展
で
は
経
費
負
担
が
減
一
関
紙
や
チ
ラ
シ
を
挙
げ
、
一
ク
レ
ッ
ト
を
各

1
0
0

醐
「
現
地
研
修
会
」
毒
い
、
言
資
料
や
展
覧
会
の
集
客
一
る
か
、
一
般
の
展
覧
会
で
一
「
割
引
券
を
付
け
た
ら
効
一
冊
、
無
斜
配
布
哩
丸
山
首
贈

臨
効
果
あ
る
展
示
や
説
明
の
一
状
班
、
運
醤
体
制
な
ど
聞
一
は
、
育
料
の
埼
合
で
も
経
一
阻
病
的
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
一
し
た
。

園
方
法
、
広
報
や
鹿
客
の
ノ
一
い
た
。
一
慨
が
倍
以
上
か
か
る
な
一
こ
の
後
、
一
行
は
同
館
一
（
杉
浦
文
夫
）

ニ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
学
ん
一
，
甜
叩

a

だ
。
一
軍
司一
帯

e

同
セ
ン
タ
ー
が
文
部
科
一
で

学
省
の
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
一

l

チ
・
セ
ン
タ
ー
の
翠
去

が
受
け
た
展
示
室
の
リ
ニ
一

ュ
i
ア
凡
盤
備
が
昨
年
完
一

了
し
、4
年
間
の
オi
プ
一

ン
・
リ
’
サ
l

チ
療
業
も2

一

0
1
0

年
度
で
終
了
す
一

d
h
w
o

一

積
み
領
有
た
成
果
を
、
一

愛大東軍同文書院
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ウ
学
ぶ
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3

館
で
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地
研
修
会
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野
氏
の
脱
明
を
聞
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、
研
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会
事
加
者
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盤
橋
市

美
術
博
物
館
で
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・
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報
告
す
る
鈴
木
利
昌
さ
ん
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I
Fけ
は
凶

東日新聞諸説器開 3月 6 日（金）

東
松
照
明
の
写
真
を
審
問
す
る
越
知
専
さ
ん

豊
橋
、
豊
川
、
田
原
の
美
術
館
。
博
物
館
巡
り

愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー

愛
知
書
覧
車
問
文
て
い
る
。
で
は
牧
野
哲
也
事
務
長
学
創
成
期
の
群
像
」
が
周
辺
の
霞
穏
な
ど
具
体

欝
院
＋
八
位
記
念
セ
ン
タ
こ
の
聞
の
研
究
成
県
術
位
、
桜
ケ
丘
ミ
ュ

l

附
畏
さ
れ
た
。
的
で
わ
か
η
る
・
ず
い
ミ

l

（
藤
田
佳
久
セ
ン
タ
や
史
資
制
悼
の
公
開
串
あ
ジ
ア
ム
で
は
、
須
川
勝
「
身
近
な
と
こ
ろ
の
ニ
附
議
が
あ
っ
た
。

－
畏
）
は
、
間
記
念
セ
ぐ
り
、
間
記
念
セ
ン
タ
以
文
化
被
興
探
採
開
封
筒
博
物
館
巡
り
」
で
あ
っ
東
松
照
明
氏
。
与
真

ン
タ
l

の
情
報
公
開
とl
関
係
者
と
友
の
会
会
位
、
国
原
市
博
物
等
た
が
、
理
学
博
士
で
経
を
収
蔵
す
る
桜
ケ
丘
ミ

量
同
文
窃
院
を
め
ぐ
ぬ
がl
回
、
授
精
、
盛
は
鈴
木
却
国
文
化
担
菌
防
地
班
ま
設
で
あ
る
ュ

l

ジ
ア
ム
で
は
、
越

る
総
合
研
究
を
推
進
す
川
、
図
版
の
史
術
誌
・
朝
刊
博
物
館
係
長
か
ら
、
旅
田
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
知
四
時
さ
ん
か
ら
東
松
照

る
た
め
、2
0
0
6

年
博
物
蕗
へ
現
地
研
修
を
そ
れ

Vゼ
れ
の
特
徴
と
報
「
現
渇
で
地
域
を
学
ぽ
問
氏
の
人
柄
を
矧
ら
せ

比
皮
か
ら
2
0
1
0

年
度
実
施
し
た
。
山
一
川
を
受
け
た
。
同
セ
ン
う
」
と
牟
呂
用
水
や
下
る
作
田
聞
が
寄
贈
さ
れ
た

υ

ま
で5
年
計
闘
を
行
つ
授
叩
同
市
鼎
（
術
博
惚
附
タ

1
か
－Dは
「
暗
（
明
大
奈
の
溜
水
地
、
＝

T
r
H刑（
写
真
・
文
新
村
猿
）

f.！嬬薦問客融福耳目別
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－
聞
大
護
老
－J
7
1一

醐
炉
問
日
か
ら
シ
カ
ゴ
で
展
示
会
一
畏
の
藤
田
佳
久
・
愛
犬
一

窟
：

ω

’
s

－
－
一
文
学
霊
祭
『
量
一

鰭
知
名
度
ア
ッ
プ
め
ざ
す
一
悶
文
露
大
学
の
章
一

2
1

司

I

、
一
と
富
穴
旅
行
」
季
一

愛
知
書
室
岡
文
一
車
の70
0
0

，
ぷ
一
て
い
な
い
。
実
で
は

7
7に
書
室
匂
一

積
院
大
説
記
念
セ
〉
タ
一
上
の
金
調

f
d
m守
る
ア
一
こ
れ
奈
織
に
、
学
鞠
簿
一
口
日
距
午
か
ら
愛
知
一

l
倍
、
M
A目
か
ら
9
・E
一
ジ
ア
僻
究
の
た
め
の
一
一
・
成
議
岬
韮
袴
胡
刷
物
一
毒
患
隠
綬
命
立
高
一

一
義
」
ア
広
シ
カ
ゴ
下
、
議
で
、
高
は
米
一
の
母
事
項
面
前
文
密
一
室
長
室
－

m

一

一
豪
雪
「
ア
ジ
ア
了
ミ
シ
ガ
、
暴
に
あ
一

E
Z

事
・
笠
豊
富
明
と
喜
一

一
笠
宮
芸
大
会
事
一
号
盃
の
ヂ

1
7
ベ
ー
ス
の
一
室
会
事
事
量
一

一
加
、
悶
佼
の
前
裳
℃
あ
一
煎
斑
岡
山

H
A憾
院
は
ア
一
線
泌
を
守

2
』
と
－
R

一
目
付
金
を
開
く
。
多
加
ス
一

一
－
華
麗
同
文
雷
除
喜
一
ジ
ア
研
究
替
の
附
喜
一
望
事
ッ
プ
富
り
一

4
3

宮
セ
ン
タ
一

一
室
将
察
署
有
一
広
品
長
てU
罰
、
一
た
い
と
し
て
い
弓
一

l

畏
は
じ
め
、S
人
二

一
堅
議
会
で
是
主
毒
事
由
震
で
一
警
護
シ
カ
ゴ
・
一

5
3

、
一
皆
一

一
大
学
が
密
室
室
U
2
あ
る
こ
と
や
、
問
係
資
シ
圭
下
ン
ホ
テ
ル
で
一
に
よ
る
エ
ー
ル
、
富
一

3

一
の
は
初
め
て
と
き
。
石
だ
窟
完
て
い
る
一
雪
。
票
護
の
盟
主
宰
手
研
究
者
に
よ
一

＠
一
ア
ジ
ア
守
言
、
主
・
こ
と
は
あ
ま
誌
－

Z
E

単
語
美
学
－R
J
霧
装
言
わ
れ
司
令
－
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諸事項の紹介

3月15日｛日）醗掻麟3東日新聞
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震
鎗
犬
東
盛
岡
文
曲
剛
健
美
学
記
怠
セ
ン
タ
ー

A鐙
横

E

宮
市
）
が
ニ
土
白
か
ら
二
十
九
日
事
で
来
由
・
シ
カ
ゴ
で

－

m
か
む
骨
『
ア
ジ
ア
学
会
年
章
、
さ
に
夢
加
す
る

e

媛

タ
事
態
六
日
濯
弓
昭
和
二
十
一
号
車
・

ン
ま
書
留
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